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ミッション：地域価値の創造を目指す！



船橋市デイサービス連絡会
研修会２．地域包括支援センター

❊河原町地域包括支援センター

➡仙台市から委託を受けて、

株式会社ツクイで運営。

※若林営業所はこんなところです。
スライドをご覧ください。

※震災時：阪神淡路大震災時の高架橋の倒壊が
真っ先に想い起されました。





①ツクイ若林（ヘルパー専門職集団）

→訪問介護、河原町地域包括支援センタ－

②ツクイ若林七郷（デイサービスとケアマネジャー）

→通所介護（60名）居宅介護支援

③ツクイ・サンシャイン仙台（夢ケアの実現）

→介護付き有料老人ホーム（48室）

④ツクイ萩野町（デイサービスとケアマネジャー）

→通所介護（35名）居宅介護支援

★



仙台市災害対策本部 防災会議資料より引用
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研修会２．地域包括支援センター

震災直後：まず、何をした？

 上司（センター長）不在・・・（幸い、20分程度で帰所）

✓ ・・・上司不在時に、誰が指揮を執り、どうするか!?役割分担。

✓ ・・・電話がつながるのか、連絡手段は複数あるのか？

 事務所は、書庫が倒れ、書類が散乱・・・

✓ ・・・建物は安全か？ まずは、自分の安全確保が第一。

 担当の利用者の安否確認、被災情報収集（ラジオ）。

✓ ・・・電話は通じずらい。そして、すぐに通じなくなる。

✓ ・・・上司の指示にて、自転車に乗って、安否確認開始
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研修会２．地域包括支援センター

すぐに、思ったこと。

それは、家族のこと・・・

生きているのか!?

自転車に乗って担当利用者の安否確認しながら、携帯で連絡。

つながらない！！

時間は定かではないものの、1時間以内程度で、

ショートメールで、妻：「何とか、大丈夫」私：「こっちも大丈夫」・・・

➡すぐに、ショートメールも通じなくなり、その後４日目まで、どんな状

況かもわからず、過ごす。

仕事・利用者の安否確認
葛藤

家族の安否
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震災直後～数日：まず、何をした？

 概ねの安否確認後、区役所・避難所にて情報収集へ

※区役所・避難所は、野戦化・・・

 そんな時、ラジオから仙台新港で何十メートルの大津波という警報

が・・・ 冗談でしょ？ どこまで水が押し寄せる!?

 テレビを見ることが出来なかった、今のようなスマホもない、

ある意味、すぐに悲惨な映像を見ることが、なかった。

 当然、地下鉄は止まる。帰宅困難者。

自転車で暗闇の仙台市内を通って1時間かけて帰宅。
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研修会２．地域包括支援センター

震災直後～数日：まず、何をした？

 フィールドマネジャーや、本社からの指示。続々と。

お客様リスト等の、情報はPCの中。電源が入らなければ使えない。

【Point】

➢ 日頃の定期訪問リスト

圏域マップが役に立った！！

 区役所から支給されるパン等の食材をもって、日々自転車で安否

確認、サービス機関との連絡調整



定期訪問利用者台帳 要援護者基本台帳
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震災数日～１ヶ月：避難所回りと、連絡調整

 各避難所を回って、避難者の情報収集。

 介護予防体操の実施。

 家族や、サービス機関との連絡調整。

【Point】

 予防を経ている、あるいは包括から居宅を紹介しているケースは

サービス利用機関を把握しているが、

 それ以外だと、わからない。

ショート利用、入所？ それともどこかで、被災・・・

【Point】 平常時から、

サービス利用機関との防災
ネットワーク構築が重要
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研修会２．地域包括支援センター

震災数日～１ヶ月：避難所回りと、連絡調整

 各避難所を回って、避難者の情報収集。

 介護予防体操の実施。

 家族や、サービス機関との連絡調整。

【Point】

 予防を経ている、あるいは包括から居宅を紹介しているケースは

サービス利用機関を把握しているが、

 それ以外だと、わからない。

ショート利用、入所？ それともどこかで、被災・・・

平常時から、

サービス利用機関との防災
ネットワーク構築が重要
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震災数日～１ヶ月：避難所回りと、連絡調整

【Point】

 避難所、福祉避難所情報（衛生環境・空き状況）

 入浴できる施設情報

 利用開始のサービス機関の情報収集

 その他、フォーマル・インフォーマル情報

※どこで、炊き出しがあるのか。

※仮設・罹災証明手続き 等々

平常時から、

サービス利用機関との防災
ネットワーク構築が重要
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❊震災直後の動き 出勤 OR 公休

❊避難所での対応

❊自宅待機指示（上司）と出来る範囲での活動・・・

❊安否確認・手段方法と、ガソリンの確保

❊電源が必要な在宅療養患者・利用者への対応

※仙台往診クリニック 川島孝一郎先生より

被災時の応急対応について、紹介。

❊行政や福祉避難所の調整

❊お客様だけでなく、スタッフのメンタルケア
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❊「自宅待機指示」：公共交通機関がストップしているので、自宅から勤

務先まで遠い場合、自転車で出社するわけにもいかず、上司から「自宅

待機とするが、自分でできる範囲で行動」といわれた時、どうにも身動き

がとれないＣＭにとって「自分だけ何もできないでいるんじゃないか」とい

う不安があったという話もありました。

こういう震災時に勤務先が遠い者にとっては、確かに辛いかもしれませ

ん。 ➡検討：災害状況に応じた出社基準の策定の必要性
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研修会３．居宅介護支援事業所

❊「ケアマネとしての葛藤」：被災地にいるのだから、私たちＣＭも被災者

でもあるわけですが、自分や家族のことを優先してよいのか、それともＣ

Ｍとして、お客様を優先するべきなのか、こうなってみると判らない・・と

いう意見がありました。

❊「安否確認」：言葉でいうほど、実際は簡単なものではなかったです。

今回のような大きな災害、ライフラインが停止した状態での安否確認の

仕方を考えなくてはならないと思います。自営業所で今考えているのが、

担当ＣＭにとらわれず、営業所として担当しているお客様全てを、住所ご

とに分けて、それをＣＭの自宅からの距離を考慮し担当を決め、その旨

を事前にお客様に説明しておく・・というものです。
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❊「電源の必要な医療関係器具」：頻回な喀痰吸引が必要なお客様が

いましたが、停電で吸引機が使えない間は、訪問看護師さんから、シリ

ンジ（注射筒）にチューブをつけた物を吸引するようにと、指導を頂きまし

た。吸引器のようには確り吸引できないにしろ、後日、「思いのほか痰が

取れたよ」、とご家族様からお話があった際には、チームケアの大切さを

強く実感しました。

➡事前の主治医・担当業者との確認。 次項資料参照。
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❊電源が必要な在宅療養患者・利用者への対応 参考資料
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❊「メンタルケア」：後日、定期訪問をしていると、担当しているお客様や

ご家族様から避難している当時の話を聞くことがありました。職場に避

難していたご家族様が、膝下まで水が引いたので、自宅の様子を見に

行った時、水に浮く、あるいは流されている遺体をかき分けるように歩い

て、涙と吐き気が止まらなかったそうです。

また、20代のお孫さんが「津波だ～」という声を聞き、一緒にいた80代の

祖母の手を取り、家を出たそうですが、祖母は膝痛もあり、「あんただけ

でも逃げて！」と言われ、お孫さんは手を離して走っていき、振返った時

には、祖母が津波にのまれてしまったという話もありました。

➡担当利用者・家族様、被災体験のスタッフへのこころのケアも大切



健康・運動、そして防災

地域ニーズの最たるもの

船橋市デイサービス連絡会
研修会４．まとめ

地域戦略の切り口の

一つとして活用

行政

事業所地域

三方良し
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研修会最後に


